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4
月
28
日
、
鎌
倉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
、
平
成
22
年
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
日
野
地
区
長
指
揮
に
よ
る
唱
歌

「
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
」
を
斉
唱
。
高
齢
者
い

き
い
き
課
の
比
連
崎
課
長
の
新
任
挨
拶
、
奴

田
新
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
極
楽
寺
橘
会
の

山
下
ヨ
シ
枝
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
21
年
度

状
況
報
告
、
22
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
報
告

が
あ
り
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
則
改
正
の
説
明
の
あ
と
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
落
語
が
あ
り
、
こ
れ
を
も

っ
て
総
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
会
長
は
先
達
の
思
い
を
大
切
に
、
さ
ら

な
る
前
進
を
さ
れ
て
い
く
所
存
と
承
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
現
役
で
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
を
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会

員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
一
層
の
ご
協
力

を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
、
０
０
０
人
の
大
集
団
、
５
、
０
０
０

人
を
目
指
す
我
が
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
数
だ

け
の
知
恵
と
経
験
を
持
ち
合
わ
せ
た
共
同
体

だ
と
思
い
ま
す
。長
幼
の
序
を
わ
き
ま
え
て
、

み
の
も
ん
た
氏
が
よ
く
揮
毫
さ
れ
て
い
る
〝

気
は
長
く
心
は
ま
る
く
腹
立
て
ず
人
は
大
き

く
己
は
小
さ
く
〞
の
意
に
近
づ
い
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
お
誘
い
あ

わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
副
会
長　

沖
田　

俊
昭
）

今
号
は
瑞
泉
寺
特
集

庭
園
と
本
堂
・
客
殿

　時代の流れとともに、人々の生き方も多様化し、社会か
ら求められるものが変化する中、鎌倉老人クラブ連合会は、
2007 年、「みらいふる鎌倉」として自ら変革を果たされ、
新しい時代にふさわしい会としてパワーアップし生まれ変
わられました。
　「みらいふる鎌倉」のテーマは「仲間づくり、生きがい
づくり、健康づくり」です。会員の皆様が元気で、毎日を
いきいきと過ごしていただけることが非常に大切なことで
す。皆様には、高齢者をますます元気にする組織として、
また、時代の先導役として、その役割を担っていただきた
いと期待しております。
　また、一方では皆様が日頃から地域における奉仕活動や
社会貢献活動など、地域社会の活性化にご努力・ご尽力い
ただいておりますことに、心から感謝いたしております。
　そして「みらいふる鎌倉」での活動が皆様の元気の源で
あり、明日への活力になっていくと実感するとともに、地
域の発展にもつながっていくものと確信しております。
　会員の皆様方が一丸となって新会員の獲得に取り組み、
さらなる新しい風を呼び起こし「みらいふる鎌倉」が益々
ご発展をされますよう祈念いたします。
　「愛する鎌倉」のために皆様が長年培ってこられた知識
や経験、人脈、技能などを大いに活かしていただき、共に
鎌倉の明るい未来をつくっていきましょう！！

鎌倉市長　松尾　崇

「愛する鎌倉」に明るい未来の光が注ぐように

平
成
22
年
度
を
迎
え
て

　平成 22年 5月 6日・7日の 2日間、総勢 60名を越える
鎌倉市老人クラブ連合会の皆様にご来萩いただき、本市老
人クラブ連合会との交流研修会や貴連合会からご寄贈いた
だいた山桜と玉縄桜の記念植樹などを通じて、両市民の交
流が一層発展したことは、大変喜ばしく、心よりお祝い申
し上げます。
　鎌倉市と本市とは、共に歴史と文化を大事にするまちで
あることから、鎌倉市制施行 40周年記念の市民アンケー
トの結果、本市が姉妹都市としてふさわしいまちとして選
定された経緯により、昭和 54年 11 月 2日姉妹都市提携
を結びました。
　以来、交流を重ね、昨年は姉妹都市提携 30周年を記念
し、鎌倉市への萩市民号の派遣や両市合同による第九演奏
会の相互開催など交流を深めてまいりました。
　このたび、鎌倉市と本市の間で福祉災害等相互応援協定
を締結し両市の連携が一層強化されたことは、今後の交流・
友好発展に大いに寄与するもので、誠に意義深いものです。
　現在わが国は、超高齢化社会を迎え様々な課題を抱えて
いますが、皆様方は平素からクラブ活動を通じ地域福祉の
担い手として、多大なるご尽力を賜り、その熱意、取り組
みに心から敬意を表します。
　今後も皆様方の知恵と経験を活かし社会のあらゆる分野
において生涯現役でイキイキとご活躍いただきますよう、
また、鎌倉市老人クラブ連合会の益々のご発展を祈念いた
しまして、お祝いのメッセージといたします。

萩市長　野村　興兒

記念植樹のもよう記念植樹のもよう 萩市老連との交流研修会萩市老連との交流研修会

鎌倉市長あいさつ鎌倉市長あいさつ

平
成
22
年
総
会
を
開
催

お土産交換お土産交換

　5月 6日㈭～ 7日㈮の 2日間、萩市老連との交流研
修会が開催され、両市長臨席のもと記念植樹と懇親会が
行われました。

鎌倉市長・萩市長からのメッセージ
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｜
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
（
鎌
倉
市

老
連
）
第
七
代
会
長
ご
就
任
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速

で
す
が
、
就
任
の
抱
負
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
（
鎌
倉
市

老
連
）
は
、
昭
和
三
十
九
年

九
月
に
四
六
八
名
の
会
員
で
結

成
さ
れ
、
本
年
で
四
十
六
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
私
で
七
代
目

の
会
長
に
な
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
責
務
を
果
た
せ
る
の

か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
し

か
し
こ
の
３
年
、
副
会
長
と
い

う
立
場
か
ら
大
久
保
前
会
長
の

獅
子
奮
迅
た
る
活
躍
を
す
ぐ
側

で
拝
見
し
、
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
な
ん
と
か

そ
の
志
を
継
承
し
な
が
ら
、
全

身
全
霊
を
か
け
て
職
務
を
全
う

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

｜
歴
代
会
長
の
中
で
最
も
若
い

会
長
に
な
る
の
で
す
が
。

　

そ
う
で
す
ね
。
六
十
代
の
会

長
は
私
が
初
め
て
だ
と
聞
い
て

い
ま
す
。
歴
代
の
会
長
の
皆
様

に
比
べ
る
と
、
体
験
か
ら
得
る

『
人
生
智
』
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
、
そ
れ
が
乏
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
私
の
年
代
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
『
無
茶
』、無
茶
と
言
っ

て
も
皆
様
に
ご
無
理
を
強
い
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
全

く
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
と

い
う
意
味
で
す
。
懸
案
の
会
員

増
強
な
ど
は
、
そ
の
感
覚
で
取

り
組
み
た
い
で
す
ね
。

｜
奴
田
会
長
は
、
昨
年
秋
の
叙

勲
で
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

全
く
個
人
的
な
こ
と
で
恐
縮

で
す
が
、図
ら
ず
も
と
い
う
か
、

も
う
い
た
だ
く
の
か
と
い
う
よ

う
な
思
い
で
し
た
。
と
い
う
の

も
、
鎌
倉
彫
鎌
陽
洞
の
三
代
目

と
し
て
五
十
年
、初
代
の
祖
父
、

二
代
目
の
父
の
意
志
を
継
ぐ
べ

く
私
な
り
に
ひ
た
む
き
に
、
愚

直
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た

の
で
、
名
実
と
も
に
こ
の
世
界

で
頂
点
を
極
め
ら
れ
た
皆
さ
ん

の
仲
間
入
り
を
す
る
の
に
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
鎌

倉
に
生
を
受
け
、
好
き
な
鎌
倉

彫
の
仕
事
に
従
事
し
て
こ
れ
た

の
も
、
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
の
お
陰
だ
と
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
、
そ
し
て

鎌
倉
彫
が
縁
で
交
流
が
生
ま

れ
た
皆
様
と
の
『
絆
』
を
大
切

に
、
大
好
き
な
鎌
倉
の
た
め
に

私
な
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
は
、
い
ま
や
平
均
寿

命
80
年
を
超
え
、
世
界
最
長
寿

国
と
な
り
ま
し
た
。
鎌
倉
市
に

お
い
て
も
、
高
齢
化
率
が
26
％

を
超
え
、
４
人
に
１
人
が
65
歳

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か

で
、み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
の
み
な

さ
ま
は
、日
頃
か
ら
シ
ニ
ア
世

代
の
社
会
参
加
や
生
き
が
い

づ
く
り
な
ど
を
推
進
す
る
た
め

に
、単
位
ク
ラ
ブ
を
基
礎
と
し

て
、4
、0
0
0
人
近
い
方
々
が

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
な
か
に
は
、
身

近
な
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
体
操
サ
ロ
ン
や
友
愛
訪

問
に
よ
る
見
守
り
活
動
な
ど
の

社
会
貢
献
活
動
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
活
動
は
、
行
政
が
実
施
す

る
福
祉
施
策
や
、
介
護
保
険
制

度
な
ど
の
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス

(

公
助)

に
加
え
、
身
近
な
地

域
で
の
支
え
合
い(

共
助)

を

基
本
と
し
た
、
鎌
倉
に
住
む
一

人
ひ
と
り
が
取
り
組
む
、「
地

域
福
祉
活
動
」で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
役
で

あ
る
、
鎌
倉
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、平
成
22
年
4
月
か
ら
、

第
三
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
で
は
、
集
う
・
相
談
・
つ
な

が
り
・
福
祉
人
材
・
情
報
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
、
６
つ
の
目
標

達
成
に
む
け
て
、
住
民
一
人
ひ

と
り
を
は
じ
め
、
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
・
自
治
町
内
会
や
民

生
委
員
児
童
委
員
な
ど
、
身
近

な
地
域
で
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O

団
体
な
ど
、
地
域
で
活
動
す
る

様
々
な
人
・
団
体
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
や
機
能
が
活
か
さ
れ
、
地

域
福
祉
が
推
進
さ
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

み
ら
い
ふ
る
会
員
の
み
な
さ

ま
も
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
・
協

働
し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
、
と
も

に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
の
、今
後

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
と
と
も
に

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
と
と
も
に

前
鎌
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　
　
　

前
鎌
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　
　
　

常
務
理
事　

小
川　

研
一

常
務
理
事　

小
川　

研
一

　

平
成
16
年
11

月
、
前
鎌
倉
市

老
連
会
長
•
高

橋
清
良
氏
の
跡

を
継
ぎ
、
第
6

代
鎌
倉
市
老
連
会
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
就
任
直
後
か
ら
特
に
、
懸
案

の
会
員
増
強
運
動
に
精
力
的
に
取
り

組
ま
れ
、
サ
ロ
ン
事
業
の
展
開
を
皮

切
り
に
、
鎌
倉
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

の「
鎌
倉
元
気
の
ス
ス
メ
」の
放
映
、

新
愛
称
「
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
」
と
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
決
定
な
ど
、
新
し

い
時
代
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
「
み

ら
い
ふ
る
鎌
倉
」
の
名
を
全
国
に
発

信
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
な
か
ば
で
の
ご
退
任
は
、
私
た

ち
会
員
に
と
っ
て
も
残
念
至
極
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
お
疲
れ
を

癒
さ
れ
、
お
元
気
に
な
ら
れ
た
暁
に

は
、
ま
た
ご
助
言
ご
指
導
を
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
5
年
の
永
き

に
亘
り
ご
指
導
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
会
長
に
聞
く
就
任
の
抱
負

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
会
長　

奴
田　

不
二
夫

大久保前会長の退任に寄せて大久保前会長の退任に寄せて
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月 日 曜 みらいふる鎌倉 担当部会 日 曜 役員会・定例会等 その他

4 28 水 総会（きらら鎌倉） 総務・財務 14 水 役員会（社協）

5
6 木 萩市研修旅行（～ 8日） 総務部 19 水 役員会（社協）

20 木 機関紙発行 教養部

6
5 土 ダンス講習会（社協）

6/12,19,26,7/3 厚生部 9 水 役員・定例会（社協）

17 木 グラウンドゴルフ大会
予備日 6月 18日 スポーツ部

7
13 火

老人大学寿講座
（レイウェル鎌倉）
7/14,15,16 日

教養部 5 月 役員・定例会（社協） ○

25 日 ダンスパーティー
（きらら深沢） 厚生部

8 27 金 カラオケ大会
（きらら鎌倉） 厚生部 16 月 役員会（社協） ○

9

5 日 福祉バザー 女性部 8 水 役員・定例会（社協）

6 月 研修旅行（～ 8日） 厚生部

9 木 ゴルフ大会 スポーツ部

20 月 社会奉仕の日統一活動
（海岸清掃） 勢年部

29 水 栄区とのグラウンドゴルフ
（～ 30日） スポーツ部

10

7 木 銭湯寄席 13 水 役員・定例会（社協）

8 金 栄区福祉大会芸能祭 厚生部

22 金 芸能祭 厚生部

25 月
横・三スポーツ大会
（横須賀神明公園）
雨天の場合 27日

スポーツ部

下旬 健康ウォーキング

11

5 金
栄区との交流事業
（グラウンドゴルフ）
雨天の場合 12日

スポーツ部 10 水 役員会（社協）

11 木 功労者のつどい 総務部

25 木 機関紙発行 教養部

12 12 日 ダンスパーティー
（きらら深沢） 厚生部 8 水 役員・定例会（社協）

1 6 木 新年賀詞交歓会
（鎌倉プリンス） 総務部

2 8 火 役員会（社協） ○

3 9 水 役員・定例会（社協）

平成 22年度　みらいふる鎌倉主要行事予定表（案）

開催日：平成 22年 7月 13日㈫から 16日㈮の 4日間
場　所：レイウェル鎌倉　4階ホール
　　　　（開館は午前 9時ですのでご協力ください）
主　催：鎌倉市老人クラブ連合会
　　　　鎌倉市社会福祉協議会

平成 22 年度

第46回　鎌倉市老人大学寿講座
ー教養センター夏期講座共催ー

（注）初日には開講式、最終日には閉講式があります。
●市老連みらいふる鎌倉の会員は、所属クラブ会長に
　申込のこと（本部締切 6 月 9 日）
●上記会員以外の方は 6 月 1 日市広報応募規定に従っ
　て教養センターに 6 月 10 日までに申込のこと

7/13 ㈫　9：40 ～11：40
演題：私の源実朝
　　　   ー「実朝私記抄」をめぐってー

講師：岡松　和夫
　　　　 作家・第 74 回芥川賞受賞
　　　　 鎌倉ペンクラブ会長

7/14 ㈬　9：30 ～11：30

演題：日本刀とのふれあい

講師：本阿彌光次
　　　　 刀剣鑑定 ・本阿彌宗家

7/16 ㈮　9：30 ～11：30

演題：虚子と鎌倉

講師：本井　　英
　　　    俳　人

7/15 ㈭　9：30 ～11：30

演題：奈良・京都・鎌倉 
　　　　「古都それぞれの魅力」

講師：原田　　寛
　　　　 写真家

　地元の集会所に講師が出張して、鎌倉の歴史、ゆかりの
文人・映画人のことなどを中心に話しています。
　演題・講師はほぼ 62 号記載のとおりですが、「松竹大船
映画のこころ」「川喜多夫妻が映画界に残したもの」など
加えました。（問合せ　24 － 7164　門田）

出前講座今年も引き続き実施中（教養部担当）



（ 4 ）第 64 号平成 22 年（2010 年）5月 20 日発行 みらいふる鎌倉

　

鎌
倉
ら
し
い
切
手
と
し
て
は

昭
和
59
年
か
ら
61
年
に
か
け

て
、
記
念
・
特
殊
切
手
と
し
て

伝
統
的
工
芸
品
シ
リ
ー
ズ
が
発

行
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
「
鎌
倉

彫
」
の
切
手
２
種
が
、
昭
和
60

年
６
月
24
日
に
発
売
さ
れ
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
切
手
は
「
伝

統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関

す
る
法
律
」
の
制
定
10
周
年
を

記
念
し
て
、
全
国
の
数
多
い
伝

統
的
工
芸
品
の
中
か
ら
14
品
種

が
選
ば
れ
、
１
品
種
に
つ
き
２

点
ず
つ
の
作
品
が
選
ば
れ
切
手

と
な
っ
た
。

　

青
森
か
ら
沖
縄
ま
で
、
伝
統

的
工
芸
品
指
定
さ
れ
て
い
る
品

目
は
数
多
く
存
在
す
る
が
「
鎌

倉
彫
」
は
神
奈
川
県
を
代
表
す

る
工
芸
品
と
し
て
選
ば
れ
た
。

発
行
さ
れ
た
切
手
は
20
面
シ
ー

ト
で
、
２
種
類
の
切
手
が
市

松
模
様
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

た
。

　

図
版
左
側
の
四
角
い
図
柄
の

題
材
は
「
獅し

子し

牡ぼ

丹た
ん

猿え
ん

面め
ん

硯け
ん

台だ
い

」
で
、
実
物
の
大
き
さ
は
縦

横
と
も
に
29
・
３
㎝
、
高
さ

12
・
４
㎝
の
作
品
だ
が
、
切
手

は
真
上
か
ら
撮
影
し
て
い
る
た

め
、
側
面
の
模
様
が
分
ら
な
い

の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
作
品

は
室
町
時
代
の
も
の
で
、
現
在

は
鎌
倉
国
宝
館
が
所
蔵
し
、
神

奈
川
県
の
指
定
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
切
手
の

画
面
は
小
さ
い
の
で
見
に
く
い

が
、
画
面
い
っ
ぱ
い
に
唐
獅
子

と
牡
丹
の
花
や
葉
が
彫
ら
れ
、

下
地
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
。

右
下
方
の
岸
辺
に
は
牡
丹
の
根

元
が
見
え
、
水
面
に
は
牡
丹
の

花
び
ら
が
流
れ
て
い
る
。
獅
子

は
力
強
く
、
花
や
葉
は
い
き
い

き
と
、
水
は
流
動
的
に
、
誠
に

巧
み
な
画
面
構
成
で
あ
る
。
全

体
的
に
は
黒
漆
が
塗
ら
れ
、
獅

子
の
口
元
や
花
に
は
朱
漆
が
使

　150 名が参加して、各地区の精鋭が覇を競い、鎌倉
代表は第９回大会の女子の部優勝（小林　マサエさん）
に続き、今回も男子優勝の偉業を鎌倉にもたらしてくれ
ました。
　我妻さんのスコア 28 はご立派であり、ご健闘くだ
さった選手の皆様、本当にお疲れさまでした。

（スポーツ部　沖田　俊昭）

わ
れ
て
い
る
。
切
手
の
図
案
で

は
見
え
な
い
が
、
側
面
に
は
中

国
に
由
来
す
る
文
様
が
彫
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
の
堆つ

い

朱し
ゅ

や
堆つ
い

黒こ
く

な
ど
を
意
識
し
な
が

ら
制
作
し
つ
つ
も
、
図
案
や
技

法
は
和
様
化
さ
れ
て
い
る
が
、

し
か
も
力
強
さ
の
感
じ
ら
れ
る

逸
品
で
あ
る
。

　

図
版
右
側
の
丸
い
図
柄
の
題

材
は
「
牡ぼ

丹た
ん

文も
ん

大だ
い

香こ
う

合ご
う

」
で
、

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所

蔵
し
て
い
る
。
直
径
23
・
７
㎝
、

高
さ
は
７
・
３
㎝
。
こ
れ
も
室

町
時
代
の
作
と
さ
れ
、
県
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
蓋
の
中
央
部
に
は
牡
丹
の

花
が
大
き
く
彫
ら
れ
、
周
辺
に

は
葉
や
茎
が
配
さ
れ
て
い
る
。

切
手
の
画
面
で
は
小
さ
く
て
見

え
な
い
が
、
実
物
で
は
図
案
の

余
白
に
は
地
紋
と
し
て
細
か
な

縦
横
の
格
子
模
様
が
彫
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
切
手
で
は
見
え
な

い
が
側
面
に
は
、
飛
雲
と
波
形

模
様
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
全
体

的
に
は
複
雑
な
感
じ
の
画
面
構

成
だ
が
華
や
か
さ
が
あ
り
、
鎌

倉
彫
が
木
彫
漆
塗
り
の
工
芸
品

と
し
て
完
成
し
た
時
代
を
感
じ

さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。

　

鎌
倉
彫
の
起
源
は
明
確
で
は

な
い
が
、
鎌
倉
の
地
で
生
ま
れ

た
と
い
う
伝
説
が
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
仏
師
・

運
慶
の
孫
、康
円
が
宋
の
工
人
・

陳ち
ん
な
け
い

和
卿
と
法
華
堂
の
仏
具
を
つ

く
っ
た
際
、
木
造
の
原
型
に
、

漆
塗
り
の
技
法
を
施
し
た
の
が

始
ま
り
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。だ
が
こ
れ
は
、伝
説
で
あ
っ

て
史
実
と
は
異
な
る
か
も
知
れ

な
い
。

（
鎌
倉
郵
趣
会
会
員
・

七
里
ガ
浜
明
和
会
会
員
）

会社名／問合せ先 商品名 運賃等 券種と助成前の額

江ノ電バス

本　社　0466（24）2714

オ レ ン ジ
ワンコイン
パ　　　ス

運　　賃
（1乗車毎に）
現金で 100円

3ヵ月券…3,000 円
6ヵ月券…5,000 円
※注 1

神奈中バス
大船駅
西口サービスセンター　0467（43）5698
東口サービスセンター　045（891）3843

かなちゃん
手　　　形

運　　賃
（1乗車毎に）
現金で 100円

3ヵ月券…3,000 円
6ヵ月券…5,000 円
1 年 券…9,000 円
※注 1、注 2

京急バス
鎌倉営業所　0467（23）2553
鎌倉駅前販売所　0467（22）4740
大船案内所　0467（48）5163

ふれあい
パ　　ス

運　　賃
（1乗車毎に）
支払いなし

3ヵ月券…12,000 円
6ヵ月券…20,000 円
※注 1、注 2

バ　ス　回　数　券 回数券による
支払い

3,000 円（有効期限なし）
（3,000 円券のみ対象）

江ノ電電車

本　社　0466（24）2713

おでかけ
電　　車
回 数 券

回数券による
支払い

回数券…5,000 円
有効期限は、購入日から
平成 23年 5月 31日まで

湘南モノレール
大　船　駅　0467（45）0135
深沢本社業務課　0467（45）3185

は や か ご
モノレール
回　数　券

回数券による
支払い

回数券…5,000 円
販売期限は平成 22 年 9 月
30 日、有効期限は、平成 23
年 1月 31日まで

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
鎌
倉
市
で
は

高
齢
者
割
引
乗
車
証
な
ど
の

購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

各
バ
ス
会
社
が
販
売
し
て

い
る
割
引
乗
車
証
、
バ
ス
回

数
券
（
3
、0
0
0
円
券
）、

江
ノ
電
（
電
車
）・
湘
南
モ

ノ
レ
ー
ル
が
販
売
す
る
割
引

回
数
券
の
い
ず
れ
か
を
購
入

す
る
際
に
、
購
入
費
の
一
部

（
2
、0
0
0
円
）
を
1
人
に

つ
き
年
1
回
助
成
を
す
る
も

の
で
す
。

　

な
お
、
バ
ス
共
通
カ
ー
ド

は
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

で
販
売
を
止
め
、
そ
の
使
用

期
間
も
今
年
の
7
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

助
成
の
対
象
者
は
、
5
月

1
日
現
在
に
75
歳
以
上
で
、

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で

す
。
対
象
者
に
は
5
月
下
旬

ま
で
に
直
接
市
か
ら
助
成
金

を
郵
送
し
ま
す
。

　

割
引
乗
車
証
な
ど
は
、
助

成
券
・
差
額
代
金
・
本
人
を

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

の
ほ
か
、
京
急
バ
ス
・
神
奈

中
バ
ス
の
場
合
は
顔
写
真
も

用
意
し
、
各
会
社
の
指
定
販

売
所
な
ど
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

助
成
券
の
利
用
期
間
は
平

成
22
年
6
月
1
日
か
ら
平
成

22
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

市
か
ら
送
ら
れ
た
助
成
券

は
、
本
人
以
外
が
使
用
し
た

り
、
他
人
に
貸
与
・
譲
渡
し

た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
乗
車
証
な
ど
の

払
い
戻
し
や
返
品
も
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
購
入
前
に
、
利

用
す
る
バ
ス
・
電
車
・
モ
ノ

レ
ー
ル
を
よ
く
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

鎌
倉
市
高
齢
者
い
き
い
き
課

　

℡
６
１
ー
３
９
３
０

※注１　路線バスのうち、空港バス・高速バス・観光バス・深夜急行バス等は除きます。
※注２　神奈中バスの全券種、京急バスの６ヵ月券については、販売日及び有効期限日が決まって
　　　いますので、詳細は各バス会社にお問い合わせください。

鎌
倉
と
郵
便
切
手（
3
）

鎌
倉
彫
の
切
手土

山　

忠
滋

高齢者割引乗車証などの購入費を助成

第 10回横須賀・三浦ブロックスポーツ大会

2009年 10月 29日　（グラウンド・ゴルフ）2009年 10月 29日　（グラウンド・ゴルフ）
鎌倉　雨中戦を制し男子の部にて鎌倉　雨中戦を制し男子の部にて
優勝優勝（我妻　謙二さん）（我妻　謙二さん）、準優勝、準優勝（大木　芳蔵さん）（大木　芳蔵さん）を見事達成を見事達成

　◇成績　男子の部（敬称略）
　優　勝　我妻　謙二（鎌倉）28
　準優勝　大木　吉蔵（鎌倉）32
　３　位　小綿　春重（逗子）33



★
介
護
認
定
で
要
介
護
１ 

５
の

認
定
を
受
け
た
ら
、
そ
の
後
は
？

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
な
ど
に

相
談
し
て
、
自
分
に
あ
っ
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
も
ら
い
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
は
介
護
保
険
の
中

で
行
う
も
の
と
、
自
費
で
受
け
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
介
護
保
険

の
中
で
行
う
場
合
は
１
割
負
担
で

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
費

用
が
１
万
円
か
か
る
場
合
な
ら
、

そ
の
１
割
の
１
千
円
の
負
担
で

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

要
介
護
１
の
場
合
は

４
万
９
７
０
０
円
ま
で
、
要
介
護

５
の
場
合
は
３
５
万
８
３
０
０
円

と
い
う
よ
う
に
、
要
介
護
の
状
態

の
分
別
に
応
じ
て
上
限
額
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
月
に
利

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
１
割
の
利
用

者
負
担
の
合
計
額
が
高
額
に
な

り
、
一
定
額
を
超
え
た
時
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
超
え
た
分
が
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。

★
『
心
の
健
康
』
で
介
護
予
防

　

介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

は
２
０
０
０
年
で
す
の
で
、
ち
ょ

う
ど
１
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ス

タ
ー
ト
時
の
概
算
は
４
０
億
円
で

し
た
が
、
昨
年
は
介
護
保
険
の
給

付
費
だ
け
で
１
０
０
億
円
を
超
え

る
状
況
で
す
。

　

ス
タ
ー
ト
時
は
、
ま
だ
介
護
に

対
し
て
『
家
庭
の
中
で
家
族
が
行

う
も
の
』
と
い
う
意
識
が
強
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
介
護
が
本
当
に

必
要
な
方
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
１
０
年
で
介
護
保
険
の
シ
ス

テ
ム
が
浸
透
し
、
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
る
こ
と
が
主
流
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
介
護
保
険
制

度
が
定
着
し
た
今
こ
そ
介
護
予
防

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
は
ま
ず
『
心
の
健

康
』
が
大
切
で
す
。
心
の
健
康
を

ど
れ
だ
け
維
持
で
き
る
か
。
そ
れ

は
身
体
の
健
康
に
直
結
す
る
か
ら

で
す
。
家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
ま

ず
外
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
い

き
い
き
と
生
活
し
て
い
く
た
め

に
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
み
ら
い
ふ
る

鎌
倉
）に
入
っ
て
活
動
し
て
み
る
、

ま
た
、
働
け
る
方
な
ら
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
地
域

の
団
体
に
入
っ
て
『
心
の
健
康
』

を
促
進
す
る
こ
と
が
、
介
護
に
か

か
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

★
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

　

介
護
予
防
の
こ
と
や
介
護
保
険

の
こ
と
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
と
い

う
方
が
ま
だ
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
市
内
に
５
ヵ
所

あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
そ
う
し
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん

や
家
族
の
方
々
の
相
談
を
受
け
る

地
域
介
護
の
拠
点
で
す
。
保
険
師

や
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
が
様
々
な
相
談
を
受
け

情
報
を
提
供
し
ま
す
の
で
、
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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地域包括支援センター 在宅介護支援センター 担当地域

鎌
倉
地
域

鎌倉市社会福祉協議会
住所：御成町 20-21
電話：61-2600

かまくらしるばーほーむ
住所：雪ノ下 1-10-4
電話：22-0013

十二所、浄明寺、
二階堂、西御門、
雪ノ下、扇ガ谷、
小町、大町、材木座、
由比ガ浜、御成町、
笹目町、佐　助、
長　谷、坂ノ下、
極楽寺、稲村ガ崎

特養鎌倉静養館
住所：由比ガ浜 4-4-30
電話：23-9110

腰
越
地
域

聖テレジア
住所：腰越 1-2-20
電話：38-1581

腰 越、津、津西、
西鎌倉、七里ガ浜
東、七里ガ浜

深
沢
地
域

湘南鎌倉
住所：山崎 1090-5
電話：41-4013

梶原、寺分、山崎、
上町屋、手広、笛田、
常盤、鎌倉山

大
船
地
域

ふれあいの泉
住所：今泉 2-4-10
電話：43-5977

山ノ内、台（一丁
目を除く）、小袋谷、
大船、岩瀬、今泉、
今泉台、高野

玉
縄
地
域

ささりんどう鎌倉
住所；城廻 270-2
電話：42-3702

台一丁目、岡本、
植木、城廻、関谷、
玉縄

地域包括支援センター・在宅介護支援センター

地域包括支援センターと在宅介護支援センターは、地域の保健・医療・福
祉など様々な面から総合的に支援しています。お気軽にご相談ください。

＊高齢者相談のご案内＊
各担当地域の地域包括支援センターが、支所（行政センター）等に出張し
てご相談をお受けします。

⇒地域包括支援センターについての問い合わせ先
　　　　　　　　　高齢者いきいき課　介護保険担当　☎ 61-3948

腰越行政センター（腰越 864）
毎月第3水曜日　13時～16時30分

大船行政センター（大船2-1-26）
毎月第3・4水曜日　13時～16時30分

深沢行政センター （常盤111-3）
毎月第3火曜日　13時～16時30分

たまなわ交流センター（台1-2-25）
毎月第3火曜日　13時～16時30分

高齢者いきいき課に聞いてみま
した 高齢者の福祉と介護の現状高齢者の福祉と介護の現状 シリーズ第２回（全３回）

　

前
回
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

鎌
倉
市
に
お
け
る
介
護
保
険
の

現
状
、
高
齢
者
い
き
い
き
課
の

業
務
内
容
、
そ
し
て
図
解
で
介

護
保
険
の
申
請
か
ら
認
定
ま
で

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

介
護
保
険
認
定
後
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
、
ま
た
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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長
寿
は
結
構
な
こ
と
だ
が
、

生
き
甲
斐
の
あ
る
す
こ
や
か
な

長
寿
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

年
を
と
れ
ば
誰
し
も
ど
こ
か
悪

い
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
。
そ
の

病
気
は
そ
の
人
間
の
属
性
で
あ

り
、
心
・
体
の
病
気
か
ら
完
全

に
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

病
気
を
持
っ
て
い
て
も
、
す
こ

や
か
に
さ
わ
や
か
に
、
ど
の
よ

う
に
よ
く
生
き
・
老
い
・
病
み
・

ど
う
よ
く
死
ぬ
か
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

50
年
以
上
前
は
65
歳
か
ら
を

老
人
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、

医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
寿
命
が

延
び
、
人
口
は
65
歳
以
上
7
％

か
ら
、
２
０
１
０
年
に
は
20
％

を
超
え
、
２
０
５
５
年
に
は

40
％
と
倍
増
す
る
予
想
で
す
。

従
っ
て
１
０
０
歳
以
上
の
人
も

現
在
の
鎌
倉
市
の
人
口
の
う
ち

該
当
者
も
数
倍
に
も
な
る
で

し
ょ
う
。

　

私
は
9
年
前
か
ら
75
歳
以
上

を
新
老
人
と
し
て
定
義
し
、
こ

れ
を
シ
ニ
ア
会
員
、
60
〜
74
歳

を
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
、
20
歳
以
上

を
サ
ポ
ー
ト
会
員
と
し
て
「
新

老
人
の
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
新
老
人
と
は
自
立
し
て
勇

気
を
持
ち
夢
を
追
っ
て
行
動
す

る
姿
の
人
々
で
す
。
今
の
医
療

は
１
０
０
歳
の
生
存
を
想
定
し

て
い
ま
す
か
ら
、
１
０
０
歳
を

目
標
に
後
半
の
人
生
を
ど
う
設

定
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
生
の
後
半
は
自
分
の
た
め
に

自
由
に
使
え
る
こ
と
を
も
っ
と

自
覚
す
べ
き
で
す
。
や
り
た
い

こ
と
を
勇
気
を
持
っ
て
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
、
目
標
を
立
て
自

分
の
使
命
を
考
え
て
何
を
す
べ

き
か
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が

肝
要
と
思
い
ま
す
。

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
両
親
か
ら
も

ら
っ
た
2
万
2
千
の
遺
伝
子
が

あ
り
、
認
知
症
や
早
老
、
肥
満

傾
向
す
べ
て
の
病
気
の
遺
伝
子

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
逆

に
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
使
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
良
い
遺

伝
子
も
眠
っ
た
ま
ま
で
あ
る
に

違
い
な
い
。
自
分
の
中
に
あ
る

様
々
の
良
い
遺
伝
子
を
掘
り
起

こ
し
て
処
女
地
と
思
っ
て
、
自

分
の
資
源
を
開
発
し
て
み
よ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
75
歳
で

も
何
か
新
し
い
こ
と
を
創
め
る

チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、

こ
れ
を
少
な
く
と
も
10
年
間
育

て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
か
な

り
の
成
果
が
見
ら
れ
、
そ
の
能

力
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。
自
分
の
才
能
を
低
く
評
価

す
る
こ
と
な
く
、
種
が
育
た
な

か
っ
た
の
は
畑
が
な
か
っ
た
か

ら
で
、
積
極
的
に
希
望
を
上
手

に
作
れ
る
人
は
生
き
方
が
上
手

な
人
と
い
え
る
わ
け
で
す
。
創●

め●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

る
こ
と
さ
え
忘
れ
な
け
れ
ば

老●
●

●
●

●
●

●
●

い
る
こ
と
は
な
い
と
い
え
ま

す
。
そ
し
て
常
に
激
し
く
生
き

る
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

さ
て
寿
命
と
は
与
え
ら
れ
た

自
分
の
時
間
の
こ
と
で
す
。
人

は
命
の
長
さ
で
は
な
く
、
ど
の

よ
う
に
生
き
た
か
が
大
切
な
の

で
す
。
60
歳
を
過
ぎ
る
と
夫
婦

間
で
も
お
互
い
に
、
今
後
は
干

渉
し
な
い
で
別
々
に
や
り
た
い

こ
と
も
や
れ
る
筈
で
あ
る
。
こ

の
豊
富
な
時
間
を
あ
な
た
は
ど

う
使
っ
て
い
る
か
、
今
、
改
め

て
こ
れ
か
ら
ど
う
使
う
か
、
今

か
ら
で
も
遅
く
な
い
か
ら
考
え

る
べ
き
な
の
で
す
。
自
分
の
た

め
何
が
や
り
た
い
か
、
自
分
は

何
が
で
き
る
か
、
自
分
の
た
め

の
趣
味
の
時
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
社
交
上
の
時
間
、
何

が
重
要
で
あ
る
か
自
分
が
決
め

る
。
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
の

で
す
。

　

今
一
つ
、
長
生
き
の
コ
ツ
と

し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
運

動
と
食
事
と
体
重
に
つ
い
て
自

覚
す
る
べ
き
で
す
。
私
は
も
う

１
０
０
歳
に
近
い
か
ら
今
さ
ら

メ●
●

●

タ
ボ
に
は
な
ら
な
い
が
、
食

事
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は
基
礎
代

謝
に
近
い
１
３
０
０
カ
ロ
リ
ー

に
抑
え
て
い
ま
す
。

　

運
動
は
極
端
に
少
な
く
、
せ

い
ぜ
い
１
５
０
０
〜
２
０
０
０

歩
し
か
歩
き
ま
せ
ん
の
で
、
機

会
が
あ
れ
ば
階
段
を
歩
く
時
は

2
段
飛
び
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

も
使
わ
ず
空
港
で
は
動
く
歩
道

を
側
か
ら
10
㎏
の
鞄
を
持
っ
て

速
歩
に
近
い
歩
き
で
早
く
着
い

て
快
感
を
味
わ
う
。
歩
き
方
も

背
筋
を
伸
ば
し
、
こ
の
よ
う
に

闊
歩
す
る
。
そ
し
て
な
る
べ
く

大
股
で
歩
く
よ
う
心
掛
け
る
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
も

心
し
て
望
ん
で
や
る
こ
と
は
体

中
に
元
気
が
湧
き
、
精
神
的
に

も
満
足
感
あ
り
、
健
康
に
は
上

手
な
細
か
い
現
実
へ
の
順
応
の

仕
方
が
大
事
な
の
だ
と
つ
く
づ

く
思
う
の
で
す
。
睡
眠
に
つ
い

て
は
各
自
の
習
慣
で
あ
っ
て
、

自
分
は
5
時
間

で
充
分
、
毎
日

7
時
の
目
覚
ま

し
で
起
床
し
ま

す
。

　

75
歳
以
上
の

元
気
な
老
人
が

人
生
の
最
後
の

ス
テ
ー
ジ
で
実

践
し
心
掛
け
て

ほ
し
い
こ
と
を

改
め
て
お
話
し
ま
す
と
、

一
、
愛
し
愛
さ
れ
る
こ
と
。
感

性
を
高
め
て
人
に
同
情
で
き
る

人
と
な
る
こ
と
。
許
し
あ
え
る

こ
と
。

二
、
創
め
る
こ
と
。
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

三
、
つ
ら
い
こ
と
に
耐
え
る
こ

と
。
耐
え
る
こ
と
に
よ
り
成
長

し
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

に
平
和
と
愛
の
大
切
さ
を
教
え

る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

心
に
希
望
を
上
手
に
作
れ
る

人
が
生
き
方
上
手
な
人
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

さ
あ
上
を
向
い
て
勇
気
を

も
っ
て
夢
を
追
い
、残
さ
れ
た
命

を
大
切
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
鎌
倉
は
エ
リ
ー
ト
の

方
が
多
い
の
だ
か
ら
、
鎌
倉
か

ら
長
寿
の
見
本
と
な
る
生
き
方

を
発
信
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
（
文
責　

門
田
）

「
高
齢
者
の
健
や
か
な
長
生
き
の
コ●

●ツ
」

　

昨
年
11
月
13
日
「
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
45
周
年
」

記
念
と
し
て
、
聖
路
加
国
際
病
院
の
日
野
原
重
明

理
事
長
を
招
い
て
、
商
工
会
議
所
地
下
ホ
ー
ル
で

講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

先
生
は
98
歳
、
年
間
１
７
０
回
も
伝
道
師
の
よ

う
に
全
国
を
飛
び
回
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
先
生

の
お
話
を
直
接
聞
い
た
参
加
者
は
大
い
に
笑
い
、

そ
し
て
、
励
ま
さ
れ
た
感
銘
深
い
講
演
会
で
し
た
。

日
野
原
重
明
氏
講
演
要
旨
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木
々
の
匂
い
を
感
じ
な
が
ら
鬱

蒼
た
る
長
い
石
段
を
登
り
、
門

を
過
ぎ
る
と
梅
花
が
清
楚
に
空
を

彩
っ
て
い
た
。
又
、数
々
の
句
碑
・

歌
碑
が
目
に
映
る
。

　

瑞
泉
寺
住
職
・
大
下
一
真
氏

は
、
き
び
き
び
し
た
佇
ま
い
の
中

に
も
気
さ
く
な
雰
囲
気
で
迎
え
て

下
さ
っ
た
。
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
本
堂
は
ひ
ん
や
り
と
し
、
厳
か

な
静
謐
を
湛
え
て
い
た
。
漆
黒
の

廊
下
を
渡
っ
た
先
の
座
敷
は
禅
寺

ら
し
く
清
々
と
し
て
い
る
。

◇
瑞
泉
寺
と
花

　
「
偉
そ
う
な
こ
と
は
言
え
た
も

の
で
は
な
く
て
、
檀
家
の
方
々

へ
言
う
の
も
『
庭
の
お
花
を
見
て

い
く
と
心
が
安
ら
ぐ
か
ら
見
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
よ
』
ぐ
ら
い
。
先
代

な
ん
か
も
、
人
に
話
を
し
て
聞
か

せ
る
よ
り
も
『
黙
っ
て
花
を
見
て

帰
れ
ば
良
い
』
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
瑞
泉
寺
流

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の

説
法
の
代
わ
り
に
花
を
育
て
る
と

い
う
よ
う
な
ね
。
命
を
大
事
に
す

る
と
い
う
こ
と
は
全
て
の
基
本
に

な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
は
心
懸
け
よ
う
か
な
と
思

い
ま
す
。
自
然
を
守
る
と
言
う
け

れ
ど
、
本
当
は
自
然
と
共
に
暮
ら

し
て
、
自
然
に
守
ら
れ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
ね
」。

◇
夢
窓
国
師
に
つ
い
て

　
「
瑞
泉
寺
は
開
山
の
夢
窓
国
師

が
て
庵
を
結
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
建

て
ら
れ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
良

い
場
所
で
す
ね
。
な
ぜ
夢
窓
国

師
が
こ
こ
を
選
ん
だ
の
か
考
え
ま

す
と
、
多
分
、
山
の
尾
根
を
ず
っ

と
お
歩
き
に
な
っ
て
い
る
と
き
に

『
こ
こ
が
良
い
』
と
一
覧
亭
の
場

所
を
決
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
降
り

て
来
て
、
庵
を
結
び
、
丁
度
良
い

場
所
に
岩
盤
む
き
出
し
の
庭
を
作

る
と
い
う
こ
と
を
な
さ
っ
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
良
い
場
所
を
選
ん

で
修
行
を
す
る
と
い
う
の
は
禅
寺

の
建
て
方
の
伝
統
と
し
て
あ
る
ん

で
す
ね
。
京
都
の
天
竜
寺
や
苔
寺

と
し
て
有
名
な
西
芳
寺
、
山
梨
の

恵
林
寺
な
ど
、
夢
窓
国
師
が
開
山

と
な
ら
れ
た
寺
に
は
名
園
が
あ
り

ま
す
ね
。
自
然
を
大
事
に
し
己
を

磨
い
て
き
た
夢
窓
国
師
に
は
、
自

ず
か
ら
な
る
気
品
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
北
条
家
、

南
北
朝
時
代
に
は
後
醍
醐
天
皇
・

足
利
家
の
信
頼
篤
く
、
随
分
世
渡

り
上
手
だ
っ
た
の
だ
ね
と
言
う
人

も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
は
そ
う
で

は
な
く
、
足
利
家
な
ど
に
対
し
て

は
か
な
り
厳
し
い
こ
と
も
言
っ
て

い
ま
す
。『
足
利
家
は
こ
れ
ほ
ど

ま
で
信
心
深
い
の
に
な
ぜ
世
の
中

は
治
ま
ら
な
い
の
か
』
と
い
う
直

義
の
問
い
に
対
し
、
夢
窓
国
師
は

こ
う
言
い
ま
す
。『
世
を
治
め
る

と
あ
な
た
は
言
う
が
、
北
条
家
を

滅
ぼ
す
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
人
を

殺
し
、
路
頭
に
迷
わ
せ
、
神
社
仏

閣
を
焼
い
た
の
か
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
に
何
の
反
省
も
な
く
、
世
を

治
め
よ
う
と
い
う
の
は
間
違
っ
て

い
る
』。
直
義
と
の
問
答
集
『
夢

中
問
答
』
に
そ
れ
ら
は
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
」。

◇
先
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
「
禅
僧
っ
て
こ
う
だ
な
あ
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
る

時
に
と
て
も
思
い
詰
め
た
よ
う
な

人
が
寺
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
彼
が
何
を
尋
ね
た
の
か

分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を

聞
い
て
和
尚
は
『
藤
棚
へ
行
っ
て

な
、
山
を
見
と
れ
』
と
言
っ
た
ん

で
す
よ
。
思
い
つ
め
る
人
と
い
う

の
は
大
体
真
面
目
な
人
で
す
。『
ハ

イ
』と
言
っ
て
彼
は
藤
棚
へ
行
き
、

何
時
間
か
ず
っ
と
山
を
見
、
そ
の

後
『
分
か
り
ま
し
た
！
』
と
言
っ

て
帰
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
ね
。『
開

山
様
は
山
を
借
り
て
今
で
も
説

法
を
し
て
お
ら
れ
る
』
と
先
代
は

言
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
こ
こ

に
来
て
心
が
ホ
ッ
と
す
る
人
は
、

夢
窓
国
師
の
教
え
に
触
れ
て
い
る

の
で
あ
る
、
と
。
先
代
は
あ
ま
り

お
経
を
読
む
の
が
好
き
で
は
な

く
、
ま
た
、
書
や
絵
、
文
筆
な
ど

芸
術
方
面
の
こ
と
は
や
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
芸
術
家
を
尊
ん
で
い

ま
し
た
。」

◇
山
崎
方
代
に
つ
い
て

　
「
方
代
短
歌
の
特
色
と
し
て
、歌

詠
み
ば
か
り
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
階

層
の
一
般
の
フ
ァ
ン
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。面
白
い
な

と
思
う
の
は
、方
代
さ
ん
の
知
り

合
い
同
士
が
方
代
さ
ん
の
話
を
し

て
る
と
皆
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。

手
広
の
艸
庵
へ
方
代
さ
ん
を
取
材

し
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
ね
、

訪
ね
た
ら『
ち
ょ
っ
と
一
杯
呑
み

な
が
ら
』と
言
っ
て
電
気
コ
ン
ロ

で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
鶏
肉
を
醤
油
で

煮
始
め
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ
に
一

升
瓶
が
あ
っ
て『
こ
れ
や
り
な
が

ら
い
く
か
』
な
ん
て
言
っ
て
ね
」。

　

大
下
さ
ん
は
心
か
ら
楽
し
そ
う

に
方
代
さ
ん
の
思
い
出
を
話
す
。

愉
快
そ
う
に
頷
く
方
代
さ
ん
が
ふ

と
私
た
ち
の
近
く
に
い
る
よ
う
な

気
が
し
た
。

◇
鎌
倉
に
住
む
方
々
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

　
「
何
が
大
事
で
す
か
と
問
わ
れ

る
と
、『
心
ゆ
た
か
に
』
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
例

え
ば『
梅
は
い
つ
が
い
い
で
す
か
』

と
こ
う
聞
い
て
く
る
方
が
お
ら
れ

る
ん
で
す
ね
。
魁

さ
き
が
けに
は
魁
の
良
さ

が
あ
る
し
、
沢
山
咲
い
た
ら
賑
や

か
な
良
さ
も
あ
る
。
悪
い
と
き
な

ん
て
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
そ

の
時
の
味
わ
い
方
が
で
き
た
ら
心

ゆ
た
か
な
ん
で
す
よ
。
鎌
倉
に
お

住
ま
い
な
ら
ば
、
歴
史
と
い
う
も

の
が
身
近
に
あ
り
ま
す
ね
。『
こ

れ
が
あ
の
実
朝
公
の
暗
殺
者
が
潜

ん
で
い
た
大
い
ち
ょ
う
の
木
か
』

と
か
ね
。
そ
う
い
う
場
所
が
色
々

あ
る
わ
け
で
す
。
歴
史
や
草
花
な

ど
幅
広
い
知
識
を
持
っ
て
い
る
と

一
層
、心
ゆ
た
か
に
感
激
で
き
る

と
自
分
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
お
説
法
で
な
く
て
、
自
分
が

そ
う
い
う
年
の
取
り
方
を
し
た
い

な
と
思
う
ん
で
す
よ
」。

　

 

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

庭
に
出
る
と
岩
窟
に
午
後
の
光

が
射
し
始
め
て
い
た
。
柔
ら
か

な
色
合
い
の
花
々
が
、
夢
窓
国
師

の
説
法
を
伝
え
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
澄
ん
だ
冬
の
日
光
は
包
み
込

む
よ
う
で
美
し
か
っ
た
。　
　

（
対
談
者　

門
田
）

瑞泉寺住職 大下　一真  氏

大下　一真（おおした　いっしん）
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より同寺住職。今日に至る。その間、円覚寺派教学部長など。
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例
え
ば
納
屋
に
入
っ
て
、な

ん
で
こ
ん
な
所
に
打
た
れ
て
い

た
ん
だ
っ
け
と
い
う
古
い
釘
に

出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ど

う
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
気
に

な
っ
て
、い
じ
っ
て
み
た
ら
ぽ
と

り
と
落
ち
て
し
ま
っ
て
、あ
っ
と

思
う
瞬
間
、古
い
さ
び
た
釘
で

も
、自
分
の
仲
間
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。釘
に
は
釘
の
生

命
が
あ
る
よ
う
な
の
で
す
。

　

古
釘
一
本
だ
っ
て
友
だ
ち
の

よ
う
な
の
だ
か
ら
、ま
し
て
草

花
と
も
な
れ
ば
、こ
れ
は
も
う

と
て
も
親
し
い
。春
に
な
っ
て

気
が
つ
い
た
ら
、家
の
周
り
に

は
イ
ヌ
フ
グ
リ
が
た
く
さ
ん
の

花
を
つ
け
て
い
て
、踏
み
つ
ぶ
し

て
も
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
さ

そ
う
だ
け
れ
ど
、な
ん
だ
か
そ

れ
も
友
だ
ち
を
踏
み
に
じ
る
よ

う
で
、で
き
な
い
。だ
か
ら「
小

屋
か
ら
一
歩
も
出
ら
れ
な
い
」と

言
う
。な
ん
と
も
心
根
の
や
さ

し
い
人
が
い
た
も
の
で
す
。そ

れ
に
し
て
も
「
一
歩
も
出
ら
れ

な
い
」
と
い
う
「
小
屋
」
と
は

な
ん
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
い
う
や
さ
し
い
歌
を
作

っ
た
の
は
山
崎
方
代
と
い
う
歌

人
で
、
生
ま
れ
は
大
正
２
年
11

月
、
と
こ
ろ
は
山
梨
県
の
甲
府

盆
地
南
端
の
右う

ば
ぐ
ち

左
口
村
（
現
甲

府
市
）。
貧
し
い
農
家
に
生
ま

れ
た
次
男
坊
は
、
兄
や
姉
た
ち

が
生
ま
れ
て
す
ぐ
亡
く
な
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
、「
生
き

放
題
死
に
放
題
、勝
手
に
せ
よ
」

と
「
方
代
」
と
名
づ
け
ら
れ
と
、

こ
れ
は
自
分
で
そ
う
言
っ
て
い

ま
す
。「
方
代
」
は
「
ホ
ー
ダ

イ
」
と
読
み
ま
す
。「
カ
タ
ヨ
」

「
マ
サ
ヨ
」
と
読
ん
で
女
性
と

間
違
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
れ
っ

き
と
し
た
男
。
後
に
ふ
る
さ
と

を
離
れ
て
横
浜
に
出
て
、
や
が

て
戦
地
に
招
集
さ
れ
、
南
方
戦

線
で
砲
弾
片
を
浴
び
て
右
眼
失

明
、
左
眼
０
・
０
１
と
な
っ
て

帰
還
。
戦
後
は
傷
痍
軍
人
教
育

で
身
に
つ
け
た
靴
の
修
理
や
、

横
浜
港
の
港
湾
労
働
で
生
活
し

な
が
ら
、
青
年
期
か
ら
親
し
ん

だ
短
歌
を
作
り
続
け
ま
し
た
。

紆
余
曲
折
あ
っ
て
、
歌
人
と
し

て
や
っ
と
世
に
認
め
ら
れ
た
と

き
、
も
う
50
歳
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
戸
塚
田
谷
の

農
家
の
手
伝
い
を
経
て
鎌
倉
は

手
広
に
迎
え
ら
れ
て
住
む
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
47
年
の

こ
と
で
し
た
。
鶴
岡
八
幡
宮
前

に
中
華
料
理
店
を
営
む
根
岸
侊

雄
夫
妻
が
、
自
宅
の
庭
に
と
り

あ
え
ず
四
畳
半
の
建
物
を
建
て

て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
言

う
と
こ
ろ
の
「
小
屋
」
で
、
方

代
さ
ん
が
昭
和
60
年
８
月
に
逝

去
す
る
ま
で
の
終
の
住
み
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

16
歳
で
嫁
い
で
き
た
お
母
さ

ん
の
姿
を
歌
っ
て
い
ま
す
。し

か
し
思
え
ば
、母
親
の
嫁
入
り

姿
を
子
ど
も
が
知
っ
て
い
る
は

ず
が
な
い
の
で
、こ
れ
は
ま
っ
た

く
の
空
想
。そ
れ
で
も
美
し
い

の
は
、お
母
さ
ん
を
思
う
心
の

自
然
の
発
露
な
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
お
父
さ
ん
を
思
う

歌
。背
中
に
字
を
書
い
て
当
て

て
も
ら
う
遊
び
は
、私
ど
も
に

も
と
て
も
懐
か
し
い
も
の
で
す
。

「
広
い
背
中
」
に
は
お
父
様
へ

の
信
頼
の
情
が
に
じ
み
ま
す
。

　
「
骨
壺
の
底
に
ゆ
ら
れ
て
」

は
死
後
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
死
ん
で
か
ら
で
な
け
れ
ば

帰
れ
な
い
の
か
、
死
ん
で
か
ら

で
も
と
に
か
く
帰
り
た
い
の

か
、
と
も
あ
れ
ふ
る
さ
と
を
恋

う
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
歌
人
の
晩
年
、
私
ど
も

は
方
代
さ
ん
、
ホ
ー
ダ
イ
さ
ん

と
呼
ん
で
親
し
み
ま
し
た
。
歌

の
よ
う
に
心
や
さ
し
い
人
と
い

う
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
で
も

明
る
い
歌
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
戦
争
で
眼
を
失
っ
て
、
生

涯
を
つ
ら
ぬ
く
定
職
に
も
、
妻

子
と
の
あ
た
た
か
い
家
族
団
欒

に
も
無
縁
で
し
た
。
独
り
暮

ら
し
の
冬
の
夜
に
ふ
と
目
を
覚

ま
し
て
寒
い
。
そ
れ
で
も
影
は

わ
が
仲
間
か
と
、「
し
み
じ
み

と
お
の
れ
の
影
を
動
か
し
て
み

る
」
と
い
う
の
で
す
。
な
ん
と

深
い
孤
独
で
し
ょ
う
か
。

　

晩
年
に
こ
ん
な
歌
も
あ
り
ま

す
。
鶏
が
卵
を
温
め
る
よ
う

に
、
自
分
の
一
日
を
大
事
に
温

め
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
苦

し
い
こ
と
の
多
か
っ
た
人
生
だ

け
れ
ど
、
ま
あ
自
分
な
り
に
一

日
一
日
、
そ
の
時
そ
の
時
を
大

事
に
生
き
た
か
と
、
多
少
の
自

足
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
で
し

ょ
う
か
。

　

以
上
、急
ぎ
足
で
山
崎
方
代
と

い
う
、晩
年
を
鎌
倉
手
広
に
住

み
、逝
去
し
た
歌
人
の
紹
介
を
申

し
ま
し
た
。も
っ
と
詳
し
く
知
り

た
い
と
お
思
い
に
な
ら
れ
ま
し

た
ら
、拙
著『
山
崎
方
代
の
う
た
』

（
短
歌
新
聞
社
）に
当
た
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

大
下　

一
真
（
瑞
泉
寺
住
職
）

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
釘
が
一
本
打

た
れ
い
て
い
じ
れ
ば
ほ
と
り
と

落
ち
て
し
も
う
た　

犬
の
ふ
ぐ
り
の
細
か
き
花
に
か

こ
ま
れ
て
小
屋
か
ら
一
歩
も
出

ら
れ
な
い　

馬
の
背
の
花
嫁
さ
ん
は
十
六
歳

方
代
さ
ん
の
お
母
さ
ん
な
り　

父
親
の
広
い
背
中
に
ゆ
び
先
で

伊
呂
波
を
書
い
て
当
て
て
も
ら

っ
た

ふ
る
さ
と
の
右う

ば
ぐ
ち
む
ら

左
口
郷
は
骨

壺
の
底
に
ゆ
ら
れ
て
わ
が
か

え
る
村

ね
む
れ
な
い
冬
の
畳
に
し
み
じ
み

と
お
の
れ
の
影
を
動
か
し
て
み
る

一
粒
の
卵
の
よ
う
な
一
日
を
わ

が
ふ
と
こ
ろ
に
温
め
て
い
る　

（撮影）湯山　晃敏（撮影）湯山　晃敏

（撮影）湯山　晃敏（撮影）湯山　晃敏
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①　

城
廻
寿
会　
　

角
井　

祐
子

平
謝
り
脳
か
ら
消
え
た
予
定
表

消
え
去
っ
た
記
憶
を
手
繰
る
細
い
糸

　
　

②　

長
谷　
　
　
　

原　
　

俊
子

老
春
と
歳
を
忘
れ
て
輪
に
入
る

脳
ト
レ
と
辞
書
が
教
え
て
く
れ
る
文
字

　
　

③　

白
扇
会　
　
　

寺
島　

幸
子

言
い
忘
れ
失
礼
詫
び
て
又
忘
れ

忘
れ
て
も
年
相
応
と
胸
を
張
り

　
　

④　

上
町
屋　
　
　

前
山
て
る
子

几
帳
面
す
ぎ
て
笑
顔
を
忘
れ
て
る

ひ
と
つ
ず
つ
忘
れ
て
い
っ
て
身
は
軽
く

　
　

⑤　

植
木　
　
　
　

加
藤　

隼
浩

買
物
に
行
き
買
う
も
の
を
忘
れ
て
る

ご
挨
拶
受
け
損
な
っ
て
ど
な
た
か
な

　
　

⑥　

白
扇
会　
　
　

池
田　

米
一

老
眼
鏡
十
個
揃
え
り
ゃ
も
う
安
心

ま
ず
犬
に
笑
顔
で
挨
拶
名
を
忘
れ

　
　

⑦　

白
扇
会　
　
　

佐
久
間
久
實

い
と
こ
会
忘
れ
た
顔
が
勢
揃
い

忘
れ
ぐ
せ
自
慢
で
語
る
悪
い
く
せ

　
　

⑧　

白
扇
会　
　
　

大
谷　

直
吉

襖
開
け
取
り
に
き
し
も
の
忘
れ
お
り

物
忘
れ
忘
れ
し
が
良
き
こ
と
も
あ
り

　
　

⑨　

梶
原　
　
　
　

松
本　

ミ
ヨ

半
日
も
さ
が
し
た
眼
鏡
顔
の
上

探
し
も
の
何
を
さ
が
す
か
又
忘
れ

　
　

⑩　

城
廻　
　
　
　

宇
野　

笑
子

今
し
て
た
喧
嘩
の
種
を
も
う
忘
れ

S
席
の
チ
ケ
ッ
ト
忘
れ
立
見
席

　
　

⑪　

関
谷　
　
　
　

宮
坂　

明
子

名
前
出
ず
汗
を
ふ
き
ふ
き
立
ち
話

物
忘
れ
笑
顔
で
対
処
老
い
の
知
恵

　

⑫　

由
比
ガ
浜　
　

榎
原　
　

等

書
い
た
事
忘
れ
て
書
い
て
メ
モ
捜
す

針
供
養
豆
腐
の
供
養
も
忘
れ
ず
に

⑬　

二
階
堂
白
寿
会　

門
田　

京
蔵

思
い
出
せ
ぬ
人
の
名
こ
そ
悔
し
け
れ

既
に
知
る
訃
報
に
驚
く
妻
を
見
る

⑭　

西
鎌
倉
福
寿
会　

羽
鳥　

光
男

言
い
訳
は
年
の
せ
い
で
す
も
の
忘
れ

⑮　

片
瀬
目
白
山　

加
藤
ス
ズ
子

度
忘
れ
を
責
め
て
自
分
の
年
を
知
る

デ
イ
ケ
ア
で
年
を
忘
れ
る
笑
い
の
輪

　
　

⑯　

笛
田
東
芝　
　

原
田　
　

光

名
を
忘
れ
き
ま
り
文
句
を
口
に
す
る

人
生
に
忘
れ
る
こ
と
の
価
値
を
知
り

　
　

選
者
吟

一
抹
の
不
安
横
切
る
物
忘
れ

　
　

①　

城
廻
寿
会　
　

角
井　

祐
子

飛
車
角
落
ち
孫
と
の
勝
負
心
待
ち

眩
し
さ
を
こ
ら
え
自
慢
の
孫
見
上
げ

　
　

②　

長
谷　
　
　
　

原　
　

俊
子

君
が
代
を
孫
は
相
撲
の
歌
と
言
う

ぬ
る
ま
湯
の
孫
に
正
論
糠
に
釘

　
　

③　

白
扇
会　
　
　

寺
島　

幸
子

年
ふ
り
て
託
す
る
夢
は
子
よ
り
孫

ケ
ー
タ
イ
の
カ
バ
ー
に
孫
の
す
ま
し
顔

　
　

④　

上
町
屋　
　
　

前
山
て
る
子

産
室
に
今
誕
生
の
孫
囲
む

　
　

⑤　

白
扇
会　
　
　

池
田　

米
一

パ
ソ
コ
ン
を
孫
に
と
ら
れ
て
テ
レ
ビ
見
る

　
　

⑥　

白
扇
会　
　
　

大
谷　

直
吉

孫
曰
く
「
長
生
き
し
て
ね
恩
か
え
す
」

　
　

⑦　

梶
原　
　
　
　

松
本　

ミ
ヨ

産
湯
に
も
入
れ
た
孫
に
も
見
下
さ
れ

　
　

⑧　

関
谷　
　
　
　

宮
坂　

明
子

結
婚
は
不
同
意
な
が
ら
孫
可
愛
い

じ
じ
が
好
き
抱
き
つ
く
孫
に
有
頂
天

⑨　

二
階
堂
白
寿
会　

門
田　

京
蔵

孫
の
絵
に
父
の
絵
癖
を
見
つ
け
出
し

子
に
出
せ
ぬ
し
つ
け
を
孫
に
言
っ
て
み
る

　
　

⑩　

由
比
ガ
浜　
　

榎
原　
　

等

築
一
年
孫
な
ら
許
す
柱
傷

頼
み
た
や
法
的
整
理
孫
の
部
屋

⑪　

今
泉
い
ず
み
会　

磯
崎　

妙
子

父
亡
き
後
ば
ば
を
気
づ
か
う
孫
い
と
し

成
人
の
孫
を
見
ず
し
て
父
は
逝
き

⑫　

片
瀬
目
白
山　

加
藤
ス
ズ
子

孫
誕
生
家
族
の
愛
を
独
り
占
め

ア
ン
パ
ン
マ
ン
得
意
の
孫
が
パ
パ
に
な
る

　
　

⑬　

笛
田
東
芝　
　

原
田　
　

光

孫
か
ら
の
電
話
と
り
あ
う
老
い
の
家

表
札
に
孫
の
名
前
を
付
け
加
え

　
　

選
者
吟

孫
の
こ
と
話
せ
ば
長
い
電
話
口

　

①　

極
楽
寺
橘
会　

山
下
ヨ
シ
枝

ナ
ツ
メ
ロ
を
聴
い
て
ひ
と
と
き
戻
る
夢

良
き
友
と
出
会
う
喜
び
み
ら
い
ふ
る

②　
十
二
所
ち
と
せ
会　

沖
田　

俊
昭

え
？
本
当
夢
を
語
れ
ば
ノ
ー
ベ
ル
賞

求
め
合
い
愛
し
合
っ
た
手
今
は
杖

③　

西
鎌
倉
福
寿
会　

羽
鳥　

光
男

移
転
先
探
し
て
呉
越
同
舟
し

ト
ラ
ス
ト
ミ
ー
仲
良
し
小
道
ま
ま
な
ら
ず

 　
　

講
評　

本
阿
弥
光
敬

　

ス
ポ
ー
ツ
に
芸
術
に
文
芸
に
生
涯
学

習
と
し
て
学
べ
る
も
の
が
多
く
幸
せ
な

時
代
で
す
。
平
均
寿
命
が
延
び
た
今
、

お
互
い
に
趣
味
を
持
ち
人
生
楽
し
く
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
数
あ
る
趣

味
の
一
端
に
川
柳
を
加
え
て
い
た
だ
き

嬉
し
い
限
り
で
す
。
川
柳
を
始
め
る
と

１
、
文
字
を
知
る

２
、
人
生
の
機
微
を
知
る

３
、
句
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
の
見

　
　

方
が
変
わ
っ
て
く
る

４
、
い
ろ
い
ろ
な
表
現
法
、
日
本
語
の

　
　

美
し
さ
、
奥
の
深
さ
を
知
る

　

そ
し
て
友
達
が
増
え
頭
の
体
操
に
も

な
り
ボ
ケ
の
予
防
に
つ
な
が
れ
ば
、
な

お
さ
ら
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
個
人
差
も
あ
る
こ
と
で
す
か
ら
、

あ
せ
ら
ず
五
・
七
・
五
の
人
間
の
詩
を

作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

皆
様
の
素
晴
ら
し
い
作
品
、
一
部
分

添
削
し
て
す
べ
て
現
句
の
ま
ま
載
せ
ま

し
た
。
選
句
し
て
い
て
、
思
い
つ
い
た

ま
ま
の
作
り
っ
放
し
の
句
、
練
り
の
足

り
な
い
句
も
目
立
ち
ま
し
た
。

　

投
句
の
前
に
一
度
、
推
敲
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

甲
乙
付
け
が
た
い
数
あ
る
佳
句
の
中

か
ら
次
の
三
句
を
秀
句
と
し
て
選
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

君
が
代
を
孫
は
相
撲
の
歌
と
言
う　
　

原　
　

俊
子

物
忘
れ
笑
顔
で
対
処
老
い
の
知
恵　
　

宮
坂　

明
子

消
え
去
っ
た
記
憶
を
手
繰
る
細
い
糸　

角
井　

祐
子

以
上

　

３
人
の
方
に
は
、「
ス
ピ
ー
ド
マ
ス

タ
ー
川
柳
の
教
科
書
（
堤
丁
玄
坊
）」

を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
は
じ
め
て
の
川
柳
」
に
挑

戦
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
は
じ
め
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
し
て
い
た
だ
き
感
謝
い

た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
教
養
部
）

宿
題
「
忘
れ
る
」

宿
題
「
孫
」

雑
詠
（
自
由
吟
）

川　柳　募　集川　柳　募　集
◉
宿 

題

一
、「
旅
」　　

二
、
自
由
吟
（
雑
詠
）

選
者=

本
阿
弥
光
敬
（
湘
南

川
柳
会
）

　

は
が
き
に
各
３
句
以
内（
住

所
・
氏
名
・
所
属
ク
ラ
ブ
名
・

年
齢
）。
発
表
は「
や
ま
も
も
」

65
号
に
記
載
い
た
し
ま
す
。

※
締
切
＝
22
年
8
月
末
日

送
り
先　

教
養
部
事
務
局
・

原
田　

光（
鎌
倉
市
笛
田
４
ー

11
ー
５
）

　
「
か
ま
く
ら
び
と
に
聞
く
」
の
次

号
に
登
場
を
お
願
い
し
て
い
た
井
上

ひ
さ
し
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
た
。
生
前

ご
本
に
サ
イ
ン
を
お
願
い
す
る
と
、

心
の
こ
も
っ
た
識
語
を
お
書
き
下
さ

り
、
お
人
柄
が
し
の
ば
れ
た
。
こ
こ

に
そ
の
う
ち
の
４
点
を
揚
げ
、
心
か

ら
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
識
語
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我
が
家
の
孫
は
、
平
成
19
年

６
月
生
ま
れ
、
２
歳
８
ヶ
月
の

男
の
子
で
す
。

　

最
近
の
子
育
て
は
、私
た
ち

が
育
て
た
頃
と
大
分
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。母
乳
ミ
ル
ク
か
ら

２
歳
頃
よ
り
味
付
け
な
し
の
離

乳
食
、一
般
食
と
な
り
最
近
や
っ

と
味
付
き
の
一
般
食
と
な
り
ま

し
た
。何
を
食
べ
て
も
美
味
し

い
と
言
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
脳
は
３
歳
で
大
人
の

脳
に
出
来
上
が
る
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。孫
は
情
報
を
得
る

た
め
一
生
懸
命
見
聞
き
し
こ
れ

を
集
め
て
い
る
様
子
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。日
ご
と
に
仕
入
れ

た
情
報
を
表
現
し
よ
う
と
、一
生

懸
命
話
し
か
け
て
き
ま
す
。
活

動
も
非
常
に
活
発
で
、公
園
の

遊
具
に
次
々
に
冒
険
挑
戦
し
て

い
き
こ
れ
を
征
服
し
ま
す
。
友

だ
ち
と
も
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り

元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
文
章
が
で
る
頃
に
は
さ
ら

に
成
長
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

躾
と
は
一
口
に
言
え
ば
、
礼

儀
作
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
道

徳
教
育
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

最
近
の
世
相
を
み
る
と
、
果
た

し
て
そ
れ
が
う
ま
く
行
わ
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
疑
い
た
く
な

る
こ
と
が
多
い
。

　

先
日
も
、
わ
が
家
の
近
く
の

横
須
賀
線
の
踏
切
で
、
２
〜
３

メ
ー
ト
ル
先
を
歩
い
て
い
た
若

い
お
母
さ
ん
が
息
子
さ
ん
の
真

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
持
っ
て

歩
い
て
い
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
に

は
黄
色
い
ビ
ニ
ー
ル
の
交
通
安

全
の
マ
ー
ク
が
あ
っ
た
か
ら
、

た
ぶ
ん
小
学
校
か
ら
の
帰
校
時

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。と
こ
ろ
が
、

踏
切
の
中
央
付
近
で
母
子
が
何

か
言
い
争
っ
て
い
る
う
ち
、
突

然
男
児
が
お
母
さ
ん
の
足
を
蹴

り
始
め
た
。
お
母
さ
ん
も
驚
い

て
身
を
避
け
な
が
ら
「
あ
な

た
は
そ
れ
が
悪
い
の
よ
」
と
た

し
な
め
な
が
ら
踏
切
を
渡
っ
て

行
っ
た
。
わ
ず
か
数
秒
の
出
来

事
だ
っ
た
が
、
そ
の
光
景
を
見

て
、
家
庭
の
『
躾
』
が
こ
れ
で

よ
い
の
か
自
問
し
た
。

　

話
は
か
な
り
昔
に
遡
る
が
、

私
が
小
学
校
に
入
学
し
た
昭
和

８
年
頃
は
、
世
は
軍
国
主
義
が

盛
ん
な
時
代
で
、
政
治
面
で
も

軍
部
が
か
な
り
強
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
国
は
青
少
年
の
教
育
に

は
熱
心
で
、
文
部
省
の
国
定
教

七
里
ガ
浜
句
会　

阿
部　

弥
生

石
楠
花
や
衿
足
青
き
修
業
僧

薫
風
や
合
掌
を
も
て
も
て
な
さ
れ

七
里
ガ
浜
句
会　

加
野　
　

遥

海
見
え
て
鎌
倉
山
の
青
葉
風

浜
小
屋
の
建
つ
音
今
日
も
由
比
ガ
浜

七
里
ガ
浜
句
会　

下
條　

怡
生

女
櫛
に
て
梳
き
て
く
れ
る
や
春
深
し

皺
多
き
手
を
み
つ
め
を
り
花
曇

七
里
ガ
浜
句
会　

小
林　

幸
子

万
緑
の
寺
を
出
発
万
歩
会

花
の
昼
光
り
て
遊
ぶ
子
連
れ
リ
ス

七
里
ガ
浜
句
会　

佐
々
木
和
子

晩
学
の
書
物
重
た
し
春
朧

瑠
璃
色
の
稚
魚
の
戯
れ
春
の
池

七
里
ガ
浜
句
会　

敦
賀　

笑
子

み
ど
り
の
日
風
青
く
し
て
樹
々
を
ぬ
け

老
い
二
人
六
十
余
年
五
月
風

七
里
ガ
浜
句
会　

永
田　

雅
子

桜
餅
香
り
馥ふ
く
い
く郁
そ
っ
と
食
べ

風
薫
る
庭
の
古
木
も
生
き
生
き
と

七
里
ガ
浜
句
会　

藤
枝　
　

笙

脱
ぎ
捨
て
し
手
袋
に
陽
炎
燃
え
て
あ
り

襞
と
な
り
波
が
子
鴨
の
胸
を
押
す

七
里
ガ
浜
句
会　

松
原　
　

薫

初
夏
や
竹
の
ス
リ
ッ
パ
揃
え
置
く

老
母
の
待
つ
秩
父
路
や
若
葉
風

七
里
ガ
浜
句
会　

棟
渡
登
志
子

水
仙
の
ど
か
っ
と
据
わ
り
長
屋
門

春
嵐
や
逆
波
白
き
相
模
湾

七
里
ガ
浜
句
会　

矢
島　

芳
子

香
り
し
て
何
時
し
か
ふ
れ
し
山
椒
の
実

先
ず
振
り
て
音
た
し
か
め
て
種
袋

七
里
ガ
浜
句
会　

米
澤
せ
つ
子

門
付
の
ご
と
老
鶯
の
ひ
と
し
き
り

灯
明
の
ち
び
て
御
堂
の
さ
み
だ
る
る

浄
明
寺
寿
会　

山
本　

照
子

竹
灯
籠
夜
は
夜
の
い
ろ
の
四
葩
か
な

ふ
く
ろ
う
の
鳴
い
て
遠
の
く
春
の
闇

北
鎌
倉
瓜
ヶ
谷
句
会　

髙
橋　

斌
（
100
歳
）

春
の
朝
か
す
み
の
空
に
有
楽
斉

石
菖
を
刈
ら
れ
て
か
な
し
せ
ら
ぎ
石

北
鎌
倉
瓜
ヶ
谷
句
会　

山
下
カ
ヨ
子

近
づ
き
て
離
れ
て
枝
垂
櫻
見
る

藤
の
花
看
取
る
家
人
も
薬
飲
み

科
書
（
国
語
）
は
、
こ
の
年
か

ら
〝
ハ
ナ
ハ
ト
マ
メ
マ
ス
〞
か

ら
〝
サ
イ
タ
サ
イ
タ
サ
ク
ラ
ガ

サ
イ
タ
〞
と
現
代
風
に
変
わ
っ

た
。ま
た
学
校
の
式
日（
学
校
の

行
事
）に
は
校
長
先
生
が
全
校

生
徒
を
集
め
校
庭
や
講
堂
の
壇

上
で
、教
育
に
関
す
る
勅
語（
明

治
23
年
）を
う
や
う
や
し
く
奉

読
し
、生
徒
は
終
始
頭
を
下
げ

た
ま
ま
聞
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　

勅
語
は
３
０
０
字
ほ
ど
の
文

章
だ
っ
た
が
、
天
皇
陛
下
の
お

言
葉
と
し
て
全
文
卒
業
ま
で
に

「
そ
ら
」
で
言
え
る
よ
う
暗
記

し
な
け
れ
ば
卒
業
で
き
な
い
ほ

ど
き
び
し
い
集
団
『
躾
』
で
、

広
く
社
会
の
成
人
と
し
て
一
人

前
に
な
る
た
め
の
教
え
で
あ
っ

た
。
文
中
の
〝
父
母
ニ
孝こ

う

ニ
〞

〝
兄け
い
て
い弟
ニ
友ゆ
う

ニ
〞〝
夫
婦
相
和
シ
〞

な
ど
現
代
で
も
共
通
す
る『
躾
』

で
あ
っ
た
が
、
昭
和
23
年
、
新

憲
法
の
精
神
に
反
す
る
と
し
て

衆
参
両
院
で
失
効
、
排
除
が
決

裁
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
今
の『
躾
』

『
道
義
』に
つ
い
て
同
年
代
の
友

人
と
よ
く
話
す
の
だ
が
、多
く

が
今
の
世
情
を
嘆
く
と
と
も

に
、昔
、小
学
校
で
習
っ
た
教
育

勅
語
の
中
の
い
く
つ
か
は
残

し
て
お
き
た
か
っ
た
と
の
声
も

よ
く
出
る
。と
い
っ
て
、こ
れ
と

い
っ
た
解
決
策
も
見
当
た
ら

な
い
の
だ
が
、た
だ
数
年
前
に

県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

催
し
で
、当
時
Ｎ
Ｈ
Ｋ
他
の
メ

デ
ィ
ア
に
よ
く
出
た
無
着
講
師

の
お
話
の
中
で「
あ
な
た
方
の

お
孫
さ
ん
の『
躾
』は
今
の
若
い

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
で
は
無

理
で
、そ
れ
を
カ
バ
ー
し
て
あ

げ
る
の
が
、あ
な
た
方
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
役

目
で
す
よ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
言

葉
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

確
か
に
家
庭
内
の
『
躾
』
は
、

私
た
ち
年
寄
り
の
仕
事
の
一
つ

だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ

と
も
あ
っ
て
、
時
折
会
う
高
２

の
孫
娘
に
〝
親
切
、
丁
寧
〞
と

か
、〝
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
〞

な
ど
、
多
少
う
る
さ
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
い
る
。

◆
俳　

句

我
が
家
の
孫

城
廻
寿
会　
　
　
　

鈴
木　

義
雄

孫
の
躾
に
つ
い
て

扇
が
谷
福
寿
会　
　
　

伊
藤　

実
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平
成
17
年
５
月
27
日
に
ス
タ
ー
ト
し
、

毎
月
第
１
、
第
３
火
曜
日
・
第
２
、
第
４

金
曜
日
の
４
回
、
10
時
か
ら
16
時
ま
で
、

極
楽
寺
駅
よ
り
２
、３
分
の
所
に
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
は
若
葉
会
、
稲
穂
会
、
山
百
合

会
、
橘
会
と
の
共
同
開
催
で
多
く
の
方
々

の
お
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

毎
週
15
人
〜
20
人
の
方
々
が
、
時
に
は

腰
越
旧
鎌
倉
、
大
船
方
面
か
ら
の
参
加
も

あ
り
、
い
つ
も
元
気
に
歌
い
、
情
報
交
換
・

交
流
の
場
と
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。

　

声
を
出
す
こ
と
は
良
い
こ
と
と
実
践
し

て
い
ま
す
が
、
特
に
98
歳
の
最
高
年
齢
者

の
五
木
田
さ
ん
を
は
じ
め
参
加
者
み
な
さ

ん
の
お
元
気
な
お
姿
に
い
つ
も
教
え
ら
れ

る
思
い
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
費
用
の
増
額
に
は
頭
を
痛

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。何
と
か
考
え
て
、

こ
の
良
き
憩
い
の
場
を
少
し
で
も
長
く
つ

な
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

１
月
の
誕
生
会
（
新
年
会
も
兼
ね
る
）

が
１
月
28
日
に
町
内
会
館
で
実
施
さ
れ

た
。
総
勢
49
名
で
会
館
は
は
ち
切
れ
ん
ほ

ど
の
混
雑
、
机
も
椅
子
も
全
て
出
し
尽
く

し
た
。
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、町
内
会
長
、

民
生
委
員
さ
ん
の
挨
拶
。
そ
の
中
で
新
手

の
振
り
込
め
詐
欺
の
話
で
、
警
察
を
語
る

手
口
に
唖
然
と
し
た
。
い
つ
も
の
こ
と
な

が
ら
参
考
に
な
る
。

　

ワ
イ
ン
で
乾
杯
、
後
は
さ
さ
や
か
な
お

弁
当
に
舌
つ
づ
み
。
会
員
が
手
作
り
の
お

し
ん
こ
を
各
テ
ー
ブ
ル
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
。
あ
ち
こ
ち
で
な
ご
や
か
な
話
題
に
つ

つ
ま
れ
る
。
マ
イ
ク
で
話
す
「
会
員
の
一

言
」
も
誕
生
会
の
恒
例
と
な
り
、
マ
イ
ク

の
使
い
方
も
慣
れ
て
き
た
。

　

誕
生
会
は
参
加
者
が
声
を
出
し
元
気
に

な
る
よ
い
機
会
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

含
め
役
員
会
で
思
案
す
る
。
今
回
は
二
胡

の
演
奏
を
お
願
い
し
た
。
二
胡
は
バ
イ
オ

リ
ン
よ
り
も
哀
愁
の
あ
る
音
色
で
、「
蘇

州
夜
曲
」、「
千
の
風
に
な
っ
て
」、「
川
の

流
れ
の
よ
う
に
」
と
続
き
、「
荒
城
の
月
」

と
「
知
床
旅
情
」
は
参
加
者
一
同
が
合
唱

に
加
わ
る
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な「
採
茶
撲
蝶
」

ま
で
30
分
ほ
ど
の
演
奏
は
、
束
の
間
に
思

え
る
。
余
韻
あ
ま
っ
て
最
後
は
参
加
者
だ

け
の
大
合
唱
で
締
め
く
く
る
。

　

誰
も
が
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思

う
老
人
パ
ワ
ー
の
爆
発
し
た
会
と
な
る
。

あ
り
が
と
う
の
あ
い
こ
と
ば
に
久
し
ぶ
り

の
雨
の
中
を
帰
宅
す
る
。

　

誕
生
会
は
年
６
回
あ
り
、
他
に
も
５
月

に
は
３
世
代
ふ
れ
あ
い
会
、
毎
月
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
清
掃
活
動
、
施
設
訪
問

な
ど
多
数
。
ほ
か
に
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
の

老
人
大
学
、
深
沢
支
部
の
活
動
な
ど
に
多

数
の
会
員
が
参
加
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
関
係
各
位
に
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

平
成
19
年
８
月
町
内
の
掲
示
板
に
「
町

内
在
住
の
65
才
以
上
の
方
、〝
お
し
ゃ
べ

り
会
〞
に
お
出
か
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

と
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
会

館
で
毎
月
第
２
、
第
４
の
水
曜
10
時
か
ら

　

清
水
さ
ん
は
明
治
42
年
、埼
玉
県
桶
川

生
ま
れ
。昭
和
４
年
に
結
婚
、
上
京
。浅
草

に
新
居
を
構
え
た
。昭
和
12
年
に
飴
専
門

店
を
開
業
。
ネ
オ
ン
の
あ
る
構
え
は
当
時

と
し
て
は
珍
し
か
っ
た
。昭
和
19
年
、強
制

疎
開
に
よ
り
店
は
壊
さ
れ
親
子
７
人
で
郷

里
へ
疎
開
。
４
年
間
の
苦
し
い
生
活
に
耐

え
、
昭
和
24
年
再
び
上
京
。
鎌
倉
へ
は
昭

和
39
年
に
移
住
し
た
。
現
在
は
賑
や
か
な

家
族
た
ち
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
。

　

若
い
頃
の
楽
し
い
思
い
出
に
つ
い
て
訊

ね
る
と
、「
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
」
と

溢
れ
そ
う
な
笑
顔
で
お
っ

し
ゃ
る
。
長
寿
の
秘
訣
は

「
多
食
、多
読
」。
よ
く
食
べ
、

よ
く
読
む
こ
と
。
好
き
な
食

べ
物
は
佃
煮
。
本
は
源
氏
物

語
や
古
事
記
な
ど
古
典
が
好

き
だ
と
い
う
。
誕
生
日
に
は

分
厚
い
漢
和
辞
典
や
専
門
的

な
辞
書
を
家
族
か
ら
贈
っ
て

も
ら
う
。

　

そ
ん
な
清
水
さ
ん
の
生
き
が
い
は
俳
句

作
り
。

武
者
駆
け
し
鎌
倉
七
道
滴
れ
り

　

寝
室
の
壁
に
掛
け
ら
れ
た
こ
の
句
は
一
茶

な
ど
錚
々
た
る
俳
人
と
並
ん
で
季
語
辞
典
に

収
録
さ
れ
た
清
水
さ
ん
の
一
句
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
社
会
へ
巣
立
ち
、
よ

う
や
く
時
間
に
ゆ
と
り
の
出
来
た
昭
和
52

年
、清
水
さ
ん
は
横
浜
俳
句
講
座
に
参
加
。

そ
の
後
、甲
斐
す
ず
江
氏
の
蘭
湘
南
支
部

に
入
門
。
野
澤
節
子
氏
か
ら
も
教
え
を
受

け
た
。
平
成
９
年
に
句
集『
五
山
』を
上
梓

し
た
。

　

今
で
も
作
句
は
毎
日
欠
か
さ
な
い
。

桃
活
け
て
仄
と
艶
め
く
宵
障
子

　

ベ
ッ
ド
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た

清
水
さ
ん
は
一
緒
に
暮
ら
す
曾
孫
た
ち
と

「
元
気
に
な
っ
て
ヨ
モ
ギ
を
摘
み
に
行
こ
う

ね
」と
最
近
約
束
を
し
た
。「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
百
歳
な
ん
だ
よ
！
」と
曾
孫
は
幼
稚

園
の
お
友
だ
ち
に
自
慢
す
る
と
い
う
。

　

お
世
話
を
し
て
く
れ
る
方
へ
清
水
さ
ん

は
よ
く
手
を
合
わ
せ
る
。
句
か
ら
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
透
徹
し
た
清
々
し
さ
が
ご
本

人
の
周
囲
に
も
漂
っ
て
い
た
。

花
冷
ゆ
る
扉
の
文
字
は
か
へ
ら
じ
と

春
雨
に
墨
の
滲
み
し
和
綴
帖

朝
涼
や
磨
き
抜
か
れ
し
銀
の
匙さ

じ

（
対
談
者　

山
本
）

西鎌倉福寿会
清水せい子さん（100歳）

老
人
パ
ワ
ー
が
誕
生
会
で
爆
発

大
平
山
丸
山
白
扇
会　

寺
嶋　

將
起

お
し
ゃ
べ
り
会

今
泉
い
ず
み
会　

磯
崎　

妙
子

ク
ラ
ブ
交
流
の「
健
康
カ
ラ
オ
ケ
会
」

極
楽
寺
橘
会　

山
下
ヨ
シ
枝

２
時
間
、
町
内
会
の
支
援
で
、
第
１
、
第

２
い
ず
み
会
に
も
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
早
速
１
回
目
の
８
月
23
日

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
館
に
入
っ
て
目
に
つ
い
た
の
は
ホ
ー

ル
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
２
ヵ
所
に
可
愛
い
お

花
が
置
か
れ
て
い
て
明
る
い
雰
囲
気
で

す
。顔
見
知
り
の
方
が
こ
こ
へ
ど
う
ぞ
と

椅
子
を
ひ
い
て
く
れ
た
り
和
や
か
で
心
が

温
ま
り
ま
し
た
。お
茶
が
運
ば
れ
お
世
話

を
し
て
く
れ
る
の
は
、
母
親
ク
ラ
ブ
の
方
、

民
生
委
員
の
方
、い
つ
も
３
、４
名
の
方
が

草
だ
ん
ご
・
お
し
る
こ
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
た

け
の
こ
ご
は
ん
他
、み
ん
な
手
作
り
の
も

の
。参
加
す
る
方
が
漬
物
を
差
し
入
れ
て

く
だ
さ
り
、み
な
さ
ん
お
い
し
い
の
連
発

で
す
。近
く
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
出
席
者

の
名
札
が
お
か
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
ア
ラ

市
会
、そ
れ
と
も
国
会
？
と
大
笑
い
で
す
。

　

食
べ
る
こ
と
、
お
し
ゃ
べ
り
も
一
段

落
す
る
と
椅
子
に
腰
か
け
た
ま
ま
の
軽
体

操
が
始
ま
り
、
両
足
を
の
ば
し
、
つ
ま
先

を
下
に
曲
げ
て
「
グ
ー
」。
親
指
だ
け
上

げ
て
「
チ
ョ
キ
」。
つ
ま
先
を
上
に
し
て

「
パ
ー
」。
ジ●

●
●

●
●

●
●

ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
で
す
。
肩
、

首
を
回
し
て
手
を
の
ば
し
そ
の
場
で
足

踏
み
。
次
は
頭
の
運
動
、
黒
板
に
魚
へ
ん

を
書
き
右
に
な
ん
の
字
が
つ
く
か
と
の
問

題
。
周
で
は
「
鯛
」。
京
を
つ
け
て
「
鯨
」。

ま
た
金
へ
ん
で
は
兼
と
つ
け
て
「
鎌
」。

勺
を
つ
け
て
「
釣
」
と
次
々
文
字
が
増
え

て
ず
い
ぶ
ん
書
け
た
わ
ね
え
。
最
後
は
歌

で
元
第
２
い
ず
み
会
会
長
小
泉
さ
ん
の
ウ

ク
レ
レ
伴
奏
で
「
鎌
倉
故
郷
」。
そ
し
て

と
き
に
は
「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
等
み
ん
な

で
歌
い
ま
す
。
昨
年
の
敬
老
会
で
は
み
な

さ
ん
の
前
で
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
が
、

参
加
す
る
た
び
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
残

り
ま
す
。

　

私
ご
と
で
す
が
一
旦
帰
宅
、
１
時
か
ら

４
時
ま
で
新
日
舞
の
稽
古
の
た
め
再
び
会

館
へ
、
こ
の
日
１
日
は
充
実
し
た
、
そ
し

て
元
気
を
も
ら
え
る
有
意
義
な
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
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元
弘
3
年
（
１
３
３
３
）、

新
田
義
貞
の
鎌
倉
攻
め
で
北
条

高
時
始
め
一
族
は
葛か
さ
い西
ヶ
谷や
つ

、

東
勝
寺
ま
で
退
き
総
勢
８
７
０

人
余
が
自
害
し
て
果
て
た
。
と

こ
ろ
が
新
田
勢
の
追
撃
が
早
く

一
門
の
首
級
を
隠
す
場
も
、
ま

し
て
埋
葬
す
る
余
裕
も
な
い
、

主
人
の
首
を
持
っ
た
ご
家
人
た

ち
は
、
よ
う
や
く
天
台
山（
瑞

泉
寺
の
裏
山
）に
辿
り
着
く
。

そ
の
時
一
体
の
地
蔵
が
現
れ
て

貝
吹
き
な
が
ら
埋
葬
地
へ
と
案

内
し
た
。
後
の
世
に
無
事
に
埋

葬
で
き
た
お
礼
供
養
に
祀
っ
た

の
が
天
園
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
途
中
に
あ
る
石
造
の
貝
吹
地

蔵
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
今
回
は
土
地
の

人
も
観
光
客
も
あ
ま
り

寄
ら
な
い
「
北
条
首
や

ぐ
ら
」
を
ま
ず
目
標
に

歩
い
て
み
よ
う
。鎌
倉

宮
境
内
を
右
へ
出
た
瑞

泉
寺
参
道
三
叉
路
角
に

い
つ
の
時
代
の
建
立
か

不
明
だ
が「
從
是
左
北

條
御
一
門
御
廟
所
」と
あ

る
高
さ
60
㎝
の
石
造
の
標
識
に

注
目
し
よ
う
。

　

東
側
か
ら
の
天
園
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
は
、
瑞
泉
寺
山
門

50
ｍ
先
右
側
の
民
家
脇
が
登
り

口
。
10
分
余
で
三
叉
路
が
あ

り
、
左
へ
10
分
余
で
瑞
泉
寺
裏

山
左
奥
に
当
た
る
処
に
夢
窓
国

師
が
建
て
た
徧
界
一
覧
亭
の
再

建
物
が
道
の
左
側
に
網
の
フ
ェ

ン
ス
越
し
に
見
え
る
。
そ
の
道

の
真
中
に
再
び
先
程
と
同
種
の

道
標
（
高
さ
30
㎝
）
が
あ
る
。

「
從
是
右
瑞
泉
寺
山
内
北
条
御

一
門
？
」
で
下
半
分
は
埋
も
れ

て
い
る
。
こ
の
右
奥
藪
の
小
高

い
丘
の
奥
に
見
ら
れ
る
や
ぐ
ら

群
が
北
条
家
一
族
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

や
ぐ
ら
は
三
代
執

権
泰
時
が
平
地
を
有

効
に
利
用
す
る
た
め

鎌
倉
を
と
り
ま
く
丘

陵
が
凝
灰
岩
で
掘
り

や
す
か
っ
た
の
で
、

こ
の
造
成
を
す
す
め

主
に
方
形
横
穴
墳
墓

窟
を
作
り
、
骨
を
埋

め
、
五
輪
塔
・
宝
筐

印
塔
・
石
像
を
収

め
、
納
骨
所
と
供
養

堂
を
兼
ね
た
も
の
で

あ
る
。
祀
ら
れ
た
の
は
武
士
・

僧
侶
・
文
人
等
上
流
階
級
の
も

の
で
鎌
倉
時
代
ま
で
の
独
特
の

埋
葬
形
式
で
土
中
深
く
埋
も
れ

た
も
の
を
含
め
る
と
２
０
０
０

基
ぐ
ら
い
と
い
わ
れ
る
。
点
在

す
る
も
の
は
窟
内
の
石
造
物
は

破
壊
取
り
去
ら
れ
、
仏
像
な
ど

の
首
は
博
徒
の
縁
起
か
つ
ぎ
に

も
ぎ
と
ら
れ
、
当
時
の
荘
厳
整

備
さ
れ
た
様
子
は
う
か
が
い
難

く
、
歴
史
の
残
さ
れ
た
断
片
を

み
て
武
士
社
会
の
当
時
の
様
相

に
想
い
を
馳
せ
る
。

　

北
条
首
や
ぐ
ら
の
奥
壁
に
は

風
化
の
著
し
い
阿
弥
陀
立
像
が

浮
き
彫
り
さ
れ
、納
骨
の
小
穴

が
あ
っ
て
壇
上
に
は
石
塔
が
並

び
梵
字
の
刻
ま
れ
た
窟
も
あ
る
。

　

再
び
コ
ー
ス
に
戻
り
10
分

程
で
天
台
山
南
の
急
坂
の
道

端
に
「
貝
吹
地
蔵
」
の
小
さ

な
お
堂
が
あ
る
。
更
に
20
分
程

で
天
園
峠
茶
屋
に
到
着
、
見
晴

台
か
ら
の
景
観
は
鎌
倉
の
街
、

海
、
富
士
が
見
え
る
絶
景
で
あ

る
。
こ
の
先
10
分
で
大
平
山
々

頂（
１
５
９
ｍ
、鎌
倉
市
最
高
地

点
）、
横
浜
市
街
も
眺
め
て
30

分
歩
く
と
鷲し

ゅ
う
ほ
う
ざ
ん

峰
山
頂
上
覚
園
寺

へ
の
分
岐
点
に
至
る
。
左
覚
園

寺
へ
降
り
る
道
の
す
ぐ
左
側
上

方
山
腹
に「
百
八
や
ぐ
ら
」の
一

端
が
み
え
る
。
百
八
煩
悩
に
基

づ
く
命
名
だ
が
、
こ
こ
は
一
部

し
か
見
ら
れ
ず
覚
園
寺
背
後
一

帯
に
２
０
０
穴
は
あ
る
と
の
こ

と
。
急
坂
を
10
分
ほ
ど
で
庚
申

塚
が
登
り
口
に
あ
る
覚
園
寺
右

へ
は
１
０
０
ｍ
の
道
に
出
ら
れ

る
。
分
岐
点
を
覚
園
寺
へ
降
り

ず
真
っ
直
ぐ
行
く
と
喚わ

め

き
十
王

岩
と
展
望
台
が
あ
る
。
こ
の
十

王
岩
一
寸
先
を
左
へ
降
り
更
に

す
ぐ
左
へ
行
く
と
、「
朱し

ゅ
だ
る
き

垂
木

や
ぐ
ら
群
」
が
あ
る
。
天
井
に

朱
が
残
り
、
納
骨
穴
が
な
く
仏

殿
様
式
に
な
っ
て
い
て
鎌
倉
の

や
ぐ
ら
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

る
。
十
王
岩
か
ら
半
僧
坊
ま
で

は
10
分
余
、
多
く
の
天
狗
さ
ん

に
挨
拶
し
つ
つ
、
建
長
寺
ま
で

は
下
り
だ
か
ら
楽
で
あ
る
。

　

既
述
の
一
貫
コ
ー
ス
は
健
脚

向
き
で
あ
り
、
特
に
雨
後
は

避
け
た
方
が
よ
い
。
北
条
首
や

ぐ
ら
を
目
的
に
瑞
泉
寺
か
ら
往

復
、
ま
た
、
朱
垂
木
や
ぐ
ら
・

百
八
や
ぐ
ら
は
大
船
か
ら
、
今

泉
台
循
環
バ
ス
で「
半
僧
坊
下
」

で
下
車
、
す
ぐ
の
公
園
か
ら
10

分
弱
で
行
け
る
の
で
足
の
弱
い

人
向
き
で
あ
り
、
ま
た
、
覚
園

寺
か
ら
登
る
人
は
瑞
泉
寺
口
よ

り
楽
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
階
堂
白
寿
会　

門
田
京
蔵
）
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◆スポンサー各位へ御礼◆

原
稿
募
集
｜
投
稿
規
定
｜

　

次
号
は
旅
行
記
特
集
。
瑞
泉

寺
住
職
の
お
話
・
日
野
原
先
生

の
講
演
な
ど
お
読
み
に
な
っ
て

の
「
感
想
」、
又
「
萩
市
研
修

旅
行
」、
地
区
・
単
位
ク
ラ
ブ

で
の
バ
ス
旅
行
等
の
思
い
出
、

そ
の
他
「
自
由
題
」
に
て
の
投

稿
５
０
０
字
以
内
で
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。（
写
真
添
付
歓
迎
）。

　

川
柳
特
集
で
多
数
の
応
募
い

た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
短

歌
・
俳
句
と
と
も
に
活
発
な
投

句
を
期
待
し
ま
す
。

◎
送
り
先
は
鎌
倉
市
役
所
高
齢

者
い
き
い
き
課
内
み
ら
い
ふ
る

鎌
倉
事
務
局
ま
で
（
鎌
倉
市
御

成
町
18
ー
10
）

◎
原
稿
締
め
切
り

平
成
22
年
8
月
末
日

◎
紙
面
割
り
の
都
合
で
、
原
稿

の
採
用
、
内
容
の
一
部
修
正
等

に
つ
い
て
は
ご
一
任
願
い
ま

す
。
原
稿
等
は
返
却
い
た
し
ま

せ
ん
。

編
集
後
記

　

字
が
小
さ
す
ぎ
る
と
の
ご
批

判
も
あ
り
、
今
号
か
ら
大
き
く

い
た
し
ま
し
た
。

　

瑞
泉
寺
特
集
で
、
開
山
夢
窓

国
師
の
心
、
縁
深
き
山
崎
方
代

さ
ん
に
つ
い
て
大
下
住
職
か
ら

「
心
ゆ
た
か
に
…
」
の
当
た
り

前
の
言
葉
が
心
に
響
き
、
方
代

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
本
紙
の
た

め
に
改
め
て
原
稿
を
お
書
き
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
「
キ
ネ
マ
の
天
地
・
松
竹
大

船
」
は
紙
面
の
都
合
で
次
号
に

回
し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
K
）

鎌倉散歩鎌倉散歩

天
園
峠
茶
屋

大
平
山

貝
吹
地
蔵

天
台
山

徧
界
一
覧
亭 北

条
首
や
ぐ
ら

瑞
泉
寺 明

王
院

鷲
峰
山

分
岐
点

十
王
岩

朱
垂
木

や
ぐ
ら

百
八
や
ぐ
ら覚園寺

半
僧
坊

半
僧
坊
下

バ
ス
停

道
標

獅
子
舞

永
福
寺
跡大

塔
宮

卍

卍

卍
卍

山腹の隠れたやぐらを探る

北条首やぐら北条首やぐら
首
や
ぐ
ら
道
標

首
や
ぐ
ら
道
標

貝
吹
地
蔵

貝
吹
地
蔵


